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山根一仁さん/上野通明さん応援レポート
「ベートーヴェンとナポレオン」～パリへの旅行計画～

2015年８月22日（土）
久慈市文化会館（アンバーホール）大ホール(岩手県久慈市）

幻の『ナポレオン御前演奏会＠パリ』を再現

岩手県久慈市。三陸復興国立公園の北部に位置し、
国内最北端の海で漁をする「北限の海女」の町である。
最近では、NHK朝ドラマ「あまちゃん」の主要舞台として
も名高い。また、世界有数かつ国内最大の「琥珀」の採
掘産地としても知られる地である。

その久慈市の市制施行10周年を記念した『久慈・ベー
トーヴェン交響曲連戦演奏会』は、ベートーヴェンの交
響曲をとりあげ、シリーズ化したコンサートである。
2013年３月の第１弾では「デビューコンサート再現」企
画として、交響曲第１番、ピアノ協奏曲第１番（ほか）が
演奏された。
シリーズ第２弾の今回は、ベートーヴェンと、ベートー
ヴェンが深く尊敬していたというナポレオンの二人に焦
点を当て、ベートーヴェンが企画しながら幻に終わった
といわれるパリでの演奏会、『ナポレオン御前演奏』の
再現というかたちで届けられる。

会場は久慈市文化会館 (アンバーホール)
の大ホール。

斬新な外観デザインに驚きながら中に入る
と、三角錐の内部は広い吹き抜け空間。

展望台を備える個性的な建物は、黒川紀章
建築事務所設計とのこと。久慈広域圏の総
合的な文化サービスを担うシンボリックな建
物である。

会場である久慈市文化会館
全景（左下）と内部吹き抜け空間（上）
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≪プログラム≫
「プロメテウスの創造物」序曲
ピアノ、ヴァイオリン、チェロのための三重協奏曲
ハ長調 （トリプル・コンチェルト）
ヴァイオリン・ソナタop.47「クロイツェル」第1楽章
交響曲第３番「英雄（エロイカ）」

山形交響楽団ホームページより転載

難曲「トリプル・コンチェルト」で聴衆を魅了

「これから世界的に名を馳せていく新進気鋭の
ソリスト」と紹介された山根さんと上野さん、

茂木大輔氏指揮、管弦楽・山形交響楽団によ
る「プロメテウスの創造物」序曲に続いて舞台
に登場。オーケストラをバックに、難曲といわ
れる「ピアノ、ヴァイオリン、チェロのための三
重協奏曲ハ長調（トリプル・コンチェルト）」を見
事に奏できった（ピアノは石田啓明さん）。

「トリプル・コンチェルト」として知られるこの曲、
独奏ヴァイオリン・独奏チェロ・独奏ピアノと三
重の独奏楽器に、オーケストラを組み合わせ
るという、非常に珍しい構成。

作曲された当時、チェロを伴った協奏曲はほと
んどなく、ベートーヴェンの独創的な発想に
よって生まれた曲とも考えられるとのこと。また、
この作品はベートーヴェンが残した、チェロを
独奏楽器とした唯一の協奏曲でもある。

コンサート前に行われた指揮者の茂木氏によ
る「プレトーク」においても、『前代未聞の構成
かつ難解』と、紹介されたこの曲、ソリストを３
人揃えるという贅沢な構成のため、ほとんど演
奏されることがないのだそう。

『ライブで聴くことができるなんて幸運ですよ』
とのお言葉に姿勢を正して耳を傾ける。

続いて山根さんにより「ヴァイオリンとピアノのための『クロ
イツェル・ソナタ」第1楽章」がつややかに弾きあげられ、客
席からは割れんばかりの拍手（ピアノは石田啓明さん）。
（写真はリハーサル時のもの）

ラストは山形交響楽団による交響曲第３番「英雄（エロイ
カ）」。
トランペットやホルンには、18-19世紀の古楽器が用いられ、

観客は「『音楽のフランス革命』とも言われるベートーヴェン
の才気みなぎる音楽（茂木氏解説を引用）」を、心ゆくまで
味わった。
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難曲を弾きあげた充実の笑顔

終演後、バスに乗り込むお二人を追いかけ、
本日の演奏について一言もらう；

山根さん「・・・やはりトリプル・コンチェルトです。
めったに弾く機会のないこの曲を演奏すること
ができ、とても満足しています！」

上野さん「トリプル・コンチェルトは本当に難し
い曲なんです。練習も大変でした。でも、今日
はとても上手く弾けました。よかったです！」

充実感あふれるお二人の笑顔。

山根さん、上野さん、素敵な演奏でした。
また聴かせてください！

音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

アンバーホールは客席数1,164席。
写真は終演後の客席。

バスに乗り込む若きソリスト３人。いい笑顔です。

≪出演≫
指揮：茂木大輔
ソリスト：

山根一仁（ヴァイオリン）
上野通明（チェロ）
石田啓明（ピアノ）

管弦楽：山形交響楽団

≪監修≫
永峰高志

会場のアンバーホールは、クラシック音楽の生演奏、
機械を使わない生の音の魅力を最大限に引き出す
ホールとして設計された大ホール。

指揮者の茂木氏は以下のようにコメント；
「・・・アンバーホールの音響や舞台装置、照明などは、
芸術的雰囲気の漂うエントランスと相まって、まさに
理想的なものと感じます。
さすがに黒川紀章建築で、客席のせり上がり方など
が奥行とともに絶妙に計算されていて、すべての座
席から音も姿もしっかり堪能できるのではないでしょ
うか。
ぼくは数千人も入るホールで、ＰＡ（＝注：アンプやス
ピーカーなど音響機材）のないクラシック音楽を演奏
することには、常々無力感を感じておりまして、アン
バーホールくらいのサイズのホールで、圧倒的に
オーケストラが鳴り渡るほうを好んでいます」

また、山根さん、上野さんも「とても響きのよいホール
で驚きました！」とのコメントを寄せていた。
（アンバーホールFacebookページより引用）
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【コンサート・フライヤー（表）】
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【コンサート・フライヤー（裏）】
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【当日配布プログラム（表紙・裏表紙/表紙裏プログラム）】
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【当日配布プログラム（１～３ページ目）】
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【当日配布プログラム（11～13ページ目）】


